
【

研
究
ノ
ー
ト

】

垂
水
市
出
身
の
著
名
な
俳
人
・
肝
付
素
方

町
田

洋
一

我
が
垂
水
市
に
俳
句
で
有
名
な
俳
人
が
居
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

そ
の
方
の
氏
名
は
肝
付
素
方
（
キ
モ
ツ
キ

ソ
ホ
ウ
）

さ
ん
で
、
本
名
は
肝
付
了
介
（
キ

モ
ツ
キ

リ
ョ
ウ
ス
ケ
）
と
言
う
方
で
す
。
素
方
さ
ん
は
本
市
敷
根
町
集
落
の
出
身
で
、

現
在
息
子
さ
ん
の
肝
付
坦
（
キ
モ
ツ
キ

ヒ
ト
シ
）
さ
ん
が
、
自
営
の
マ
ン
シ
ョ
ン
「
イ

タ
ー
ニ
テ
ィ
栄
光
」
に
ご
夫
婦
で
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
題
の
素
方
さ
ん
は
一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
年
）
に
現
在
の

場
所
（
敷
根
町
集
落
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
師
範
学
校
、
中
央
大
学

（
『
現
代
鹿
児
島
俳
句
体
系
１
』
ジ
ャ
プ
ラ
ン

よ
り
）

夜
間
専
門
部
商
科
を
卒
業
後
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
年
）
に
「
日
清
紡

績
」
に
入
社
し
ま
し
た
が
、
疎
開
で
帰
郷
し
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
ご

ろ
「
垂
水
汽
船
株
式
会
社
」（
現
在
の
南
海
郵
船
）
に
勤
務
、
支
配
人
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

俳
句
は
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
吉
岡
禅
寺
洞
（
ヨ
シ
オ
カ

ゼ
ン
ジ
ド
ウ
）

主

宰
の
俳
誌
「
天
の
川
」
に
所
属
し
て
句
作
を
始
め
、
高
名
な
俳
人
・
高
浜
虚

子
（
タ
カ
ハ
マ

キ
ョ
シ
）

主
宰
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
作
品
が
初
入
選
し
ま
し
た
。

一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
に
西
村
数
（
ニ
シ
ム
ラ

カ
ズ
）

氏
ら
と
俳
誌
「
郁

子
」（
ム
ベ
）

を
創
刊
、
一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
に
野
見
山
朱
鳥
（
ノ
ミ
ヤ
マ

ア
ス
カ
）

主
宰
の
「
菜
殻
火
（
ナ
ガ
ラ
ビ
）
」
の
同
人
と
な
り
、
一
九
五
五
（
昭
和
三

十
）
年
に
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
同
人
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
十
一
月
に
句
集
『
噴
煙
』
を
発
刊
、
多
く

の
作
品
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
土
俳
誌
の
創
刊
や
育
成
、
ラ
ジ
オ

俳
壇
の
選
者
な
ど
後
進
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
て
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）
に
本
県
俳
人
と
し
て
初
め
て
「
南
日
本

文
化
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

俳
誌
「
菜
殻
火
」
の
主
宰
・
野
見
山
飛
鳥
氏
は
、
素
方
の
句
を
次
の
よ
う

に
評
し
て
い
ま
す
。

「
桜
島
の
あ
る
風
光
や
船
会
社
の
生
活
を
通
し
て
詠
い
続
け
て
き
た
郷
土
諷

詠
詩
で
あ
り
、
長
い
俳
句
修
行
を
経
て
感
情
は
沈
潜
し
、
厳
し
さ
を
蔵
し
た

平
明
な
表
現
は
、
さ
な
が
ら
悠
々
と
し
て
立
つ
大
樹
の
相
を
示
し
て
い
る
」

（
句
集
『
噴
煙
』
の
序
よ
り
）

ま
た
俳
誌
「
天
日
」（
テ
ン
ジ
ツ
）

の
主
宰
・
上
迫
和
海
（
ウ
エ
サ
コ

カ
ズ
ミ
）

氏
は

次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
素
方
の
俳
句
を
集
め
た
句
集
『
噴
煙
』
に
は
、
四
十
年
に
及
ぶ
作
品
が
多

く
あ
る
が
、
次
の
二
句
を
選
ん
で
い
る
。

（
一
句
目
）

島
津

ぜ
い勢

我
が

そ

た

お

祖
倒
せ
し
野
に
遊
ぶ

大
隅
半
島
の
支
配
者
で
あ
っ
た
肝
付
氏
が
、
島
津
の
軍
門
に
下
っ
た
の
は

一
五
七
四
（
天
正
二
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
四
百
年
の
時
が
過
ぎ

去
っ
た
今
、
敗
れ
た
側
の
子
孫
で
あ
る
自
分
が
敗
れ
去
っ
た
こ
の
野
に
、
な

ご
や
か
な
春
の
日
を
浴
び
な
が
ら
遊
ん
で
い
る
、
と
い
う
句
意
で
あ
る
。
何

か
大
き
な
も
の
が
詠
わ
れ
て
い
る
感
の
あ
る
句
で
あ
る
。

※
師
範
学
校
時
代
の
先
輩
で
あ
る
沼
口
香
霧
氏
は
、
こ
の
句
に
対
し
て
次

の
句
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

島
津
家
の
男
女
は
美
男
美
女
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
領
主
の
末
裔
で
あ
る

了
介
さ
ん
は
美
少
年
で
あ
っ
た
。

領
主
の
裔
美
男
に
老
い
て
冬
浪
碑

香
霧

（
上
迫
和
海
氏
選
の
二
句
目
）

き
ゅ
う

灸
す
え
て
百
姓

ぼ
ん盆

に
遊
び

を居
り

作
句
の
年
ま
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
の
だ
が
、
昭
和
の
ご
く
初
期
の
作
品

で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
盆
と
正
月
だ
け
の
庶
民
の
休
み
だ
っ
た
頃
で
あ
ろ
う
。

お
灸
を
す
え
あ
う
こ
と
が
、
農
民
の
「
遊
び
」
で
あ
る
と
い
う
描
写
に
、
そ

の
時
代
の
農
村
生
活
に
漂
う
雰
囲
気
が
色
濃
く
伝
わ
る
。
」

素
方
さ
ん
は
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
一
月
十
三
日
の
急
性
心
不
全

に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
県
下
の
俳
句
愛
好
者
の
間
で
こ
の
優
れ
た

俳
人
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
句
碑
建
設
の
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
中

心
と
し
て
活
動
さ
れ
た
の
は
「
郁
子
」
の
主
宰
・
西
村
数
氏
で
し
た
。

当
初
句
碑
建
立
の
場
所
は
「
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
」
（
現
ア
ザ
レ
ア
）

と
決
め
、
碑
面
の
句
は

ふ
ゆ
な
み

冬
浪
の

お
と音

も
つ
と勤

め
と
と
も
に

な馴
れ

と
な
り
ま
し
た
。（
こ
の
句
碑
は
後
に
垂
水
市
文
化
会
館
の
敷
地
内
に
移
設
さ

れ
ま
し
た
）
垂
水
汽
船
株
式
会
社
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
頃
の
、
い
わ
ゆ
る
働

く
者
の
俳
句
で
あ
り
、
代
表
作
で
も
あ
っ
た
の
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
よ
う
で

す
。

（
垂
水
市
文
化
会
館
敷
地
内
）

「
肝
付
素
方
句
碑
建
設
委
員
会
」
が
、
約
四
十
人
の
発
起
人
で
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
趣
意
書
を
作
り
募
金
活
動
が
始
ま
り
目
標
金
額
三
十
万
円
、

一
口
五
百
円
と
決
め
て
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）



年
十
月
の
こ
と
で
し
た
。

募
金
は
目
標
金
額
の
二
倍
の
約
六
十
万
円
も
集
ま
り
、
同
年
十
二
月
十
日

（
日
）
に
「
句
碑
除
幕
式
」
が
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
「
垂
水
温
泉
ホ
テ

ル
」
の
句
碑
前
に
於
い
て
、
素
方
さ
ん
ご
夫
妻
を
は
じ
め
ご
家
族
を
中
心
に

約
百
二
十
名
の
参
列
者
が
あ
り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

除
幕
式
終
了
後
、
ホ
テ
ル
の
大
広
間
に
お
い
て
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
同
時

に
「
句
碑
除
幕
記
念
俳
句
大
会
」
も
行
わ
れ
て
、
素
方
さ
ん
の
選
句
に
よ
り

多
く
の
入
選
句
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
素
方
さ
ん
の
句
集
『
噴
煙
』
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。病

む
妻
に

よ

な

が

夜
長
の
机
よ
せ
に
け
り

荒
れ
て
ゐ
る
海
へ

え枝
を
出
し
梅
咲
き
ぬ

ば
く
し
ゅ
う

麦
秋
の
財
布

ど

こ

何
処
か
に
置
き
忘
れ

客
の
居
て

と閉
づ
る
銀
行

は
な花
ご
お
り

氷

坦
さ
ん
ご
夫
婦
が
お
元
気
な
こ
ろ
、
自
宅
に
お
住
ま
い
の
時
訪
問
し
て

色
々
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
部
屋
に
は
有
名
な
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
主
宰
・

高
浜
虚
子
氏
が
素
方
さ
ん
に
贈
ら
れ
た
〖
素
方
居
〗（
ソ
ホ
ウ
キ
ョ
）

と
い
う
扁
額

が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

垂
水
出
身
で
、
句
碑
ま
で
建
立
さ
れ
た
優
れ
た
俳
人
が
お
ら
れ
た
こ
と
を

知
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
太
郎
墓
碑
銘

―
垂
水
新
御
堂
、
龍
福
院
址
―
②

【
転
写
・
ル
ビ
】

（
背
面
）

そ
の
つ
ま
び
ら
か

其

詳

な
る
ハ
人
皆

し志
れ
る
所
な

（
め
）
（
り
）

免
里
余

（
よ
）

与
（
そ
）

楚
（
な
）

那
（
か
）

可
（
ら
）

良
き

く聞
に
忍
ひ

（
す
）

春
（
つ
）

徒
ゐ

（
に
）

尓
つ
た
な拙
（
き
）

支
こ
と
ば詞
（
も
）

毛
て

い
と
け
な

稚

き
者

（
の
）

能
父
の

た
め為
（
に
）

耳
身

（
を
）

越
捨
て
た
る
事

（
の
）

乃
さ

（
ま
）

満
か
た片
（
は
）

者
し

（
か
き
）

書
の

（
へ
）

遍
し
に

（
わ
）

王
か
公
見

（
そ
）

楚
な
ハ
し
給
ひ
下
を

あ
わ情
（
れ
）

連
む
御
心

（
の
）

乃
餘

（
り
）

里
（
に
）

尓
か
た
じ
け
な

忝

く
も
詩
を
作

り
て
是
を

（
い
）

以
（
た
）
（
ま
）

多
満
せ

た
ま賜

ふ
そ
の其
こ
ろ比

或
は

わ

か

和
哥
を
詠
し
或
ハ
詩
を
作
る

（
の
）

能
や
か
ら

輩
い
と
少

な
（
か
）

可
ら

（
す
）

須
是
を
の
つ

（
か
）

可
ら
童
子
孝
道
の
至
誠
人

（
の
）

乃
心
を
感
動
セ
し
む
る

（
に
）

尓
あ
ら
す

や
よ余
こ
れ是
（
を
）

越
集
め
て
一
巻
を

（
な
）

那
し
な
つ

（
け
）

介
て

こ

う
か

ん

よ

孝
感
餘

へ
ん編

と
い
ふ云

府
城
の
教
授

い

ち

き

市
來
先

生
を
初
め
誰

（
か
）
（
れ
）

可
連
の
序
跋
の
文
な
と

か
ず数
か
ずゝ
あ

り有

【注
】

孝
感
餘
編
・
・
市
太
郎
の
こ
と
を
詠
っ
た
詩
文
を
伊
集
院
兼
愷
が
ま
と
め
た

詩
歌
集
。

市
來
先
生
・
・
本
藩
造
士
館
教
授
、
市
來
政
正
。

序
跋
の
文
・
・
序
文
（
ま
え
が
き
）
と
跋
文
（
あ
と
が
き
）

【口
語
訳
】

事
故
の
詳
細
に
わ
た
る
事
が
ら
は
、
人
々
が
み
な
知
っ
て
い
る
所
で
あ
る

よ
う
だ
。
私
（
伊
集
院
兼
愷
）
は
、
陰
な
が
ら
も
（
そ
の
話
を
）
聞
く
に
忍

び
難
く
、
と
う
と
う

つ
た拙

な
い

こ
と
ば詞

で
あ
る
が
、

い
と
け
な

稚
い
者
（
市
太
郎
）
が
、
父
の

言
い
付
け
に
従
っ
て
命
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
事
の
有
様
の
一
端
だ
け
で
も
と

思
い
、
書
き
述
べ
て
み
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
わ
が
（
垂
水
領
主
の

島
津
貴
典
）
公
が
（
私
の
詩
歌
を
）
ご
覧
に
な
り
、
貴
典
公
も
下
々
の
者
た

ち
へ
の
同
情
の
御
心
の
あ
ま
り
、
恐
れ
多
く
も
漢
詩
を
作
ら
れ
、
市
太
郎
の

死
を
お
悼
み
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
、（
市
太
郎
の
死
亡
し
た
事

が
ら
に
つ
い
て
）
あ
る
い
は
和
歌
を
詠
み
、
あ
る
い
は
漢
詩
を
作
る
人
々
が

極
め
て
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。（
こ
の
市
太
郎
の
出
来
事
は
）
も
と
も
と
童
子

孝
道
の
至
誠
の
現
れ
た
出
来
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
々
の
心
を
感
動
さ
せ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
（
兼
愷
）
は
、
こ
れ
ら
の
詩
歌
を
集
め
て
一

冊
の
書
と
し
、

こ

う
か

ん

よ

孝
感
餘

へ
ん編

と
い
う
書
名
と
し
た
。
こ
の
書
に
は
鹿
児
島
の
（
藩

校
・
造
士
館
）
教
授
、い

ち

き

市
來
（
政
正
）
先
生
を
初
め
、
誰
や
彼
や
の
序
文
、
跋

文
な
ど
が
数
々
備
わ
っ
て
い
る
。

（
転
写
・
口
語
訳
等
・
・
鹿
児
島
史
料
講
読
会
：
上
園
正
人
、
瀬
角
龍
平
）

―
（
以
下
次
号
）
―

【

お
知
ら
せ

】

毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
六
時
か
ら
、
垂
水
立
図
書
館
で
定
例
の
郷
土

史
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
垂
水
市
史
』
の
読
み
合
わ
せ
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
資
料
を
持
ち

寄
っ
て
討
論
し
た
り
、
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
、
現
地
研
修
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
垂
水
史
談
会
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

―
た
る
み
ず
春
秋
―

小
春
日
の
光
を
集
め
郵
便
夫

久
米
芳
仙

「
冬
山
や
ど
こ
ま
で
登
る
郵
便
夫
―
渡
辺
水
巴
」
と
い
う
句
が
念
頭
に

浮
か
ぶ
が
、
こ
れ
は
町
な
か
の
郵
便
夫
だ
。

し
ば
ら
く
ぶ
り
に
厳
し
い
寒
さ
が
途
切
れ
た
小
春
日
で
あ
る
。
路
地

わ
き
に
バ
イ
ク
を
停
め
て
郵
便
局
の
配
達
員
が
門
に
入
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。
き
び
き
び
と
し
た
配
達
の
様
子
は
小
春
日
和
の
中
で
ま
る
で
ひ

か
り
を
集
め
て
い
く
よ
う
だ
。

手
紙
や
ハ
ガ
キ
の
郵
便
物
は
人
と
人
と
を
つ
な
ぎ
、
結
び
付
け
て
い

る
の
だ
。
小
春
日
和
に
届
く
手
紙
や
は
が
き
に
は
き
っ
と
楽
し
い
、
う

れ
し
い
便
り
ば
か
り
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。

（文
：
瀬
角
龍
平
）


